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概要



デジタルアーカイブの利活用促進に関する調査
（2025 EAJRS conference in Heidelberg における発表
　　　　およびルクセンブルク大公国での現地調査）

#海外派遣　#デジタルアーカイブ　#京阪神連携

・研究活動（研究機関／シチズン・サイエンス）
・教育活動
・文化活動
　につながるプラットホームにしていくにはどうすればよいか？



ドイツ（ハイデルベルク）

ルクセンブルク



旅程

9/8　月 9　火 10　水 11　木 12　金 13　土 14　日
関空発
イスタンブール経
由

フランクフ
ルト→ハイ
デルベルク

EAJRS EAJRS EAJRS EAJRS ハイデルベ
ルク→ルク
センブルク

15　祝 16　火 17　水
訪問
2機関

出国
イスタンブール経
由

関空着

ドイツ

ルクセンブルク



旅程



出張の内容
EAJRS
ドイツ （ハイデルベルク）

▶聴講と発表

3大学のDAについて発表

C²DH
ルクセンブルク

▶訪問・インタビュー

DAとシチズンサイエンス

BnL
ルクセンブルク

▶訪問・インタビュー

DAとAI・OCR技術

テーマ：

デジタルアーカイブの利活用促進に関する調査

Veraさん撮影日文研・坪内さん撮影



まずはドイツ



ドイツ
EAJRS出席
（ハイデルベルク）



ドイツ
EAJRS出席
（ハイデルベルク）

EAJRS
（日本資料専門家欧州協会年次大会）
日本に関する情報・資料のヨーロッパでの流通促進を目的とする組織

　参加者：
日本学研究者、欧米の図書館に勤務する司書、
日本の大学や大学共同利用機関法人の研究者、
図書館関連企業（リソースプロバイダーなど）、
日本の大学図書館員…

　2025年年次大会（9月10－13日）：
　　場所　ハイデルベルク大学日本学研究所 / オンライン
　　参加者　16か国・147名（オンライン45名）



ドイツ
EAJRS出席
（ハイデルベルク）

聴講
＊各発表の抄録・スライドは EAJRSのウェブサイトで公開されています

▶AI応用

　　・前近代知識資源の要約への生成 AIの活用
　　　(Yamada Shoji. International Research Center for Japanese Studies)

・明治大正期の大百科事典『古事類苑』について、

　単語検索すると上位5件までの内容を生成AIが現代語で要約　→　利用のハードルを下げる

・『古事類苑』の知識の範囲に限定して出力させることでハルシネーションを防ぐ

　　・前近代日本語史料の市民参加型翻刻プラットフォーム「 みんなで翻刻 」とその教育・
　　　研究活用   (Hashimoto Yuta. National Museum of Japanese History)

 ・生成AIを活用した各種機能

・自動くずし字認識：AIが下読み　→　参加のハードルを下げる

・翻刻テキストを現代語訳・英訳　→　利用のハードルを下げる

・教育活用機能

・ユーザーによるプロジェクト設定、ユーザー限定可能　→　授業利用

・くずし字学習支援アプリとの連携

　

https://www.eajrs.net/abstracts-2025
https://ys.nichibun.ac.jp/kojirag/
https://honkoku.org/


ドイツ
EAJRS出席
（ハイデルベルク）

聴講
▶教育活用

・日本のデジタル文学地図 ―国際的な教育・研究への活用
　　(Nakao Kaoru, Huang Mengge. The University of Osaka)

・デジタル文学地図の現状と課題 ―「富士」を具体例として
        (Iikura Yoichi, The University of Osaka; Nakamura Satoru, University of Tokyo)

　　　　・デジタル文学地図：日本文学における歌枕・名所を地図上に表示。地理情報、歴史情報、

文化的な文脈で連想されるイメージ等の解説文が閲覧できる。

・ハイデルベルク大と大阪大学の合同授業

・中学・高校で地元の歌枕のコンテンツづくり、観光コースづくりに活用

会場コメント：海外司書より・多言語化してほしい、JapanKnowledgeとの連携はどうか

https://literarymaps.nijl.ac.jp/


ドイツ
EAJRS出席
（ハイデルベルク）

発表
京都大学・大阪大学・神戸大学のデジタルアーカイブにおける研究支援の取り組みと課題

主なトピック

・京都大学　コンテンツの紹介と二次利用促進　
・大阪大学　研究者との協働・研究データ公開支援

・神戸大学　資料の特性による課題・発見性向上・学外連携

　　　　

反応

・日本の大学のコンテンツは海外からは検索しにくい

・ジャパンサーチやERDB-JPへの登録を徹底してほしい 

　　➡メタデータ流通

・日本のDAコンテンツの学習・研究利用の可能性 

　　➡ 多言語対応

スライド・パンフレットは日英併記で作成

https://www.eajrs.net/research-support-initiatives-and-challenges-faced-digital-archives-2025


ルクセンブルクへ
移動



C²DH
Luxembourg Centre for Contemporary and Digital History 

ルクセンブルク大学
現代史・デジタル歴史センター



ルクセンブルク①

C²DH訪問

C²DH 
Luxembourg Centre for Contemporary and Digital History 　　　　　（ル
クセンブルク大学　現代史・デジタル歴史センター）

　Christoph Brüll氏へのインタビュー

パブリック・ヒストリー の推進を研究軸のひとつに据える

市民とともに歴史や歴史的言説を 「ともに構築する 」ことを

目指している

・国際色の豊かさ

・バックグラウンドの多様



デジタル展示企画 （※2026/2現在、計18企画）

　https://www.uni.lu/c2dh-en/outreach/

ルクセンブルク①

C²DH訪問

https://www.uni.lu/c2dh-en/outreach/


World War II Luxemb(o)urg
　https://ww2.lu/

第二次世界大戦時のルクセンブルクについてのデジタル展示ルクセンブルク①

C²DH訪問
・提示方法にレベルをもうける

・C²DHのインフラ部門によるバック
エンド+デザイン会社によるフロント
エンド

（こだわりのデザイン）

https://ww2.lu/


グリーンを基調に、
明るいブルーを差し色に使用

【動画レベル】
導入としての動画
現在→過去へ遡る

Glossary（用語集）
教育向け利用も想定

【カタログレベル】
200語程度の短いテクストと関

連資料

【歴史家のワークショップレベル】
展示全体の資料を集める
参考文献はzoteroで構築

地図から
コンテンツを選べる

https://ww2.lu/notice/N1-PAD_C_08-place-maison-communale-esch-sur-alzette-luxembourg



COVID-19 memories
　https://covidmemory.lu/

COVID-19禍の人々の生活を記録するメモリーバンクルクセンブルク①

C²DH訪問
・メモリーバンク型のプロジェクト(現在進
行形の出来事を投稿してもらう形式)

・リアルタイムの記録と、のちの歴史記
述との間のギャップの観察

・C²DH内にキュレーション委員会

・歴史学における日常の価値と市民の
認識の乖離

・成果（影響）を測る方法が難しい

https://covidmemory.lu/


マスクの製作などの日常の記録、
風刺画など

Add my memory!から
投稿することができる

項目はシンプルで、
タイトル、概要文、 [添付ファイル ]、

日時と場所、投稿者情報、
規約への同意など

COVID-19がピークだった
2020～2021年の投稿が多い
全体で337投稿（2026/2現在）

https://covidmemory.lu/



C²DH の取り組みを調査して …
・資金、連携
・国際性 × バックグラウンドの多様 × 歴史への眼差し



ルクセンブルク②

BnL訪問

BnL 
Bibliothèque nationale du Luxembourg

（ルクセンブルク国立図書館）

Ralph Marschall氏からの説明→Vera Seitz氏による館内案内

資料の電子化・公開について

・目的

・利便性を高めるための工夫

・AIの活用



ルクセンブルク②

BnL訪問

電子化・公開の目的

・古い図書現物の保存

・資料へのアクセス手段の改善　 →　物理媒体からの解放

物理媒体としての構成を継承しつつ、デジタルならではの利便性

も高めたい

・検索性を向上させる

・使い勝手の良いビューワー

・データの品質向上を継続的に行うこと



ルクセンブルク②

BnL訪問

①検索性を向上させる

ALTO
(Analyzed Layout and Text Object)
物理的なテキスト資料のレイアウトと内容(フォン

ト、単語や行の正確な位置)を記述。

<BnL訪問時にいただいた説明用ファイルより >

METS 
(Metadata Encoding and Transmission Standard)
資料の全体的な構造(ファイル間の構成や関係性)を記述。



ルクセンブルク②

BnL訪問

②使い勝手の良いビューワー

出典：https://persist.lu/ark:70795/54x6kwgsv8/pages/5/articles/DIVL68?search=UNESCO

文字のハイライト
機能

全体像が
分かりやすい

分かりやすい
権利の表示



ルクセンブルク②

BnL訪問

③データの品質向上

METS 

Database

OCR結果の
修正

新しいツール
ex.Nautilus-OCR

METS/ALTO
ファイルの更新

ALTO METS ALTO 



ルクセンブルク②

BnL訪問

③データの品質向上

<BnL訪問時にいただいた説明用ファイルより >



ルクセンブルク②

BnL訪問

AIの活用

対話型AIチャット検索サービス

・4か国語対応(英語、ルクセンブルク語、フランス語、ドイツ語)。
・入力された言語のほか、AIがシステムで扱っている他の言語に翻訳して検索し

てくれる。

画像の類似性判定やタグ付け

・インプットした画像に近いものをAIが判定。

・類似性の高い画像に一括でタグをつける。

OCRソフトウェア「 Nautilus-OCR」

GitHubで公開。紙質や経年劣化により認識が困難だった文字のテキスト

化を改善し、デジタル資料の検索性を大幅に向上。

写本の手書き文字のテキスト化
AIテキスト認識システム「Transkribus」を用いた、19世紀の写本の手書き
文字をテキスト化する試み。

https://chat.eluxemburgensia.lu/


ルクセンブルク②

BnL訪問

AIの活用

<BnL訪問時にいただいた説明用ファイルより >

“Eiffel tower”



調査を終えて



所感①
調査からの学び

EAJRS

・欧州の日本学研究者や、日本資料を必要とする研究者・学生にサービスしてい

るライブラリアンと交流できた

・研究だけでなく、教育利用や市民利用・市民参画を視野に入れたＤＡの事例

・ＡＩ応用による機能開発の事例

・メタデータ流通の重要性

・多言語対応による利用可能性

C2DH・BnL

・研究者・市民・ＤＡ運営担当者の連携によるＤＡ構築

・コンテンツ作成～公開の各段階にＡＩなど新技術の応用

・多言語対応
EAJRSで再確認した課題について、
ルクセンブルクの2機関でヒントを得た



所感②
今後の展望

これから

・一機関でできないことも、協力体制が鍵になる。

・京阪神デジタルライブラリー



おまけ

・ご案内いただいた図書館
・その他



ドイツ　ハイデルベルク大学

CATS Library
Centre for Asian and Transcultural Studies

原爆関連資料のコレクション

碁盤をイメージした中庭



ルクセンブルク大学  Belvalキャンパス （Luxembourg Learning Centre（図書館）ほか）

閲覧室 図書館外観

図書館エントランスホール



ルクセンブルク国立図書館

（BnL）

Veraさん撮影

閲覧エリア

外観
館外に設置された予約資料受取機

旧館からの移転（2019）
ポスター



ありがとうございました


